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免疫電気泳動による日本住血吸虫の雌雄間に

おける抗原系忙ついて

日本住血吸虫の虫体抽出物や,その精製されたものは

羽本住血吸虫抗原として本症の免疫学的診断や免疫実験

に広く用いられている,

住血吸虫抗原の免疫電気泳動法による解析は C叩Nn

'i ai,(1966), T釦ji o"d Yok0部Wa (1972)のSd■i・

SIOS01,ι4 "1aπSONi, S./1αelhal06i""しおよび S. ja,0、

,1kⅢ"の共通抗原に関する報告にみられている.

住血吸虫は雌雄異体であるため,オス,およびメスに

免疫学的差異があることが考えられる.そこで私たちは

日本住血吸虫を材料として免疫屯気泳動法によつて本虫

のオス,メスの抗原系について検索をこころみ,若干の

成績をえたので報告する.

材料および方法

感染ウサギより採取した日本住血吸虫成虫をオス,メ

スに分け,それぞれ生理食塩水で3回洗い,磨砕したの

ち凍結乾燥を行なつた

D 抗原.オス,メスを等量に混合した凍結乾燥虫体

30mg に lm1 の Vetorlal buHer (PH 8.6,μ=0.05)

を力nえ,凍結融解,磨砕を 5 回くりかえし,9.ooor.P.m,,

30分遼心分縦,その上清を雌雄両虫体の抗原とした.オ

ス粉よぴメス抗原についても同様にして作製した.

2)抗血清.免疫に用いた抗原はオス,メスを等量に

混合した凍結乾燥虫体を生理食塩水で1:200に抽出し,

9.ooor、P、m.,15分速,じ、分離,その上清を抗原として

F,OU"d'. oomplete adjuvant を用いてウサギの足賊部

に1週問粉きに2回免疫し,3週問後に採血し血清を分

雌して抗血清とした.抗血清は使用時リ0 に濃縮して使

用した.

3)免疫皿気泳動.寒天を支持体として免疫電気泳動

を行なつた.寒天乎板はνeronal 、UHer (PH 8.6,

0,025M)に 1 %の抑1合で Difc0 の Special a套ar noble
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を加え,オートクレープで溶解し,これをスライドグラ

ス(フ.6CmX2.6Cm)上に約2mm の厚さになるように

作製した.緩衝液はνaoml(PH 8,6,μ=0.05)を使
用し,スライドグラス 1枚に3mA,約70分の泳動を行

なった.反応は騨卵器(37゜C)にて24時問,その後室

温下に1日放侶して沈降線の出現を観察した.泳動平板

は写真撮影,およびアミドブラック染色をほどこして沈

降線の観察を行なつた.

4) D玲0 電気泳動:オス,メス,および雌雄両虫体

の凍結乾燥虫体を生理食塩水で1.200に抽出し,上清

を分離して試料として用いた.緩衝液は T"S・g】ycine

(PH 8.6)を用い,ガラス管 1本に4 mA の通徹を行な

い, B,omphe"0IBI0.が分陞ゲル内を約50mm 移動後,

泳動を停止した.その後アミドブラック染色を行なって

パンドの観察を行なつた.

5)吸収試験.免疫電気泳動に使用した抗血箔lml

に10mg のオス,メスの凍結乾燥虫体粉末を加え,冷室

内(70C)でときどき接捍,10日問の吸収を行ない,そ

の後9.ooor.P.m.,30分遠.亡、分離し,その上清を抗原吸収

をした抗血清として使用した.

日本住血吸虫のオス,メスにういて,それぞれの抗原

性を免疫電気泳動により比較検討するため,はじめに雌

雌両虫体を抗原とした泳動像にっいて検討した.抗原濃

度30mgm1 にお,ナる泳動結果は第1図にみられるよう

にⅡ本の沈降線がみとめられ,すなわち陽極側に4本,

中央部に2本,陰極側に5本みをめられた.

これらの沈降線を記号によつて比較すると, F地1.に

示すように J'は陰極側の先端に歪んで現われることが

特徹的である.1.は陰極側に現われ,先端が陽極側まで

のびている太く,か0鮮明な沈降線である.
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Fig 4 Comparison in immunoeleC壮Opho・
retic pattetn of adult maleand {emale
Sιhi$ioso"Jαノιι,01μ'ι""1

Antigen concentration :120mg rnl
A; Femole of s. jo,0πiιh"1

B;入lale of s、 ja,011iC1ι1Ⅱ

前述したオスとメスにおける J,および 10 の差異に

つぃては同様な結果が示された.その他の沈降線につい

ては泳動像が複雑化するため,それらの差異についての

検索は困難であ0た

オスおよぴメス抗原によつて抗血消の吸収をした結

釆,オス抗原による吸収では沈降線はみとめられ,',メ

ス抗原による吸収では数回の吸収試験を行なつた結果,

4~7本の沈降線がみられた、 Fig.5 はメス抗原によつ

て吸収した場合の泳動像で,J之については吸収されずに

残存することがみとめられた.

さらに disC 電気泳則"こよつてオスおおよびメスの虫

体抽出物質の比較を行なつた結果, Fig,6 に示すよう

に,オスおよぴ雌雄両虫体で8本のバンドがみられ,メ

スでは6本みとめられた.

考察

日本住血吸虫のオスおよびメス抗原の比較検討を免疫
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Fig.2 Compaミison ln immunoelecttophoretic
Pattern of adult n玲leand female
SιhiSι0$0INa jdp01"'anN,

Antigen concentration :30mg ml
A; Male of s..m,ωliιlnh

B; Female of s,/a,OJⅡC""1

同濃度におけるオスおよびメス抗原の泳動の結果は第

Fig.2 に示ナような成績がえられた.

オスの沈降線は10本,メスは9本みとめられ,メスの沈

降線はオスのそれよりも弱く扱察された.この結果,

両者制における明らかな差異は上と h の2本の沈降

線にみとめられた,すなわち,上はメスで明らかである

が,オスでは;れが不1冴脈で,また陰極側におけるのび

が少ない. J.はオスで陰極但11に鮮明に現われる沈降線で

あるが,メスではその位置に,相当する沈降線は欠けて

いることをみとめた.

抗原浸度30mg m1 でみとめられた J'および上につ

いての特徴を確認する目的で抗原濃度を,120mg m1 に

かえて裡察した結果, Fig.3 に示すように13~15本の沈

降線がみとめられ,30mg/m1濃座の泳動像に比較して

数本の沈降線が増加していた.

オスおよびメスの抗原濃度120m創m1 における泳動の

赫果は Fig.4 に示す
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められた.

J。はオスに特徴的な沈降線で,オス抗原による吸収試

験で消失し,メス抗凉では残存することがみとめられ

た.さらに J'はメスでより明らかに現われる沈降線で

あるが,オス抗原による吸収の結果,消失することから

大きな差異はないものと老えられる、抗原濃度120m創ml

ではオスでメスよリ3~5本の沈降線力二多か0たが,さ

らに虫体物質の抽出条件や湊度をかえることによ0て両
抗原の沈降線に変化し,抗原濃度を高めると複雑な沈降
線が出現するため,その比鞍は困雌になる傾向がみとめ

られた.
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FiE.6 Disc electrophoTetic pattern
A; S. ja,0非ian" adultluoTm(1nale and {emnle

U,ere mixed equivalenHy in 肌'eigl)0
B;入lale of s. ja,011iια"1
C; Female o{ S. ja,OJⅡ'Cι0π.

電気泳動によって行なうた.その結釆,オスに粉いて30

mg m1 の抗原濃度で1本,120mg/m1 で3 ~5本の沈
降線がメスのそれより多く出現することをみとめた.オ

ス抗瞭による吸収試験では沈降線は消失し,メス抗瓜で

はオスにだけ現われる乃の沈降線の他にメスに現われ

る沈降線も残ってぃた.このことから,オスとメスの抗
原系を比較すると,オスが複雑な抗原系をもっているも
のと老えられる.さらに di部価気泳動によるオスおよ

びメス虫体の拙成蛋白の比鞍結果からもこのことがみと

まとめ

日本住血吸虫のオスおよびメスの抗凍系にっいて比鞍

検討を免疫雄気泳動によって行なつた,

この結果,オスに特徹的な沈降線は陰極側に現われる

太く,かっ鮮明な1本の沈降線としてみとめられ,メス

ではこれが欠けていた.

また,オスはメスに比較して抗原系が多繊であると考

えられ,このことは(1isC 電気泳動の結果からもみとめ

られた,

本論文の要旨は昭和48年4",第42回日本寄牛虫学会

におし、て凱{!;した.
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IMMUNO ELECROPHORETICAL ANALYS玲 OF SCHISTOSOAIA JA1りNICUIW ANTIGENS

Mlzuki HIRATA, Minoru AKUSAWA and Koyo oKABE

(1)eparh"e11t oj' pdrasl't010gJ,,κ"r""1ιυπiT.er'ilJ, schooi o/ iVιdiιiπι,κ1ιra"ιe, J'4つ4")

The dlHeTences in antigenic components o{ S. ja,0,U'α0,ι male and female worms were in・

Uesti8ated by meaDs of irDmunoelectrophoresis.

T11e pTecipitin bands with femele extract5 Were obsen・ed 、、,eakly compaTed witE those of

male. The most si宮ni6Cant di丘erence was the depth and S11arpness of the cathose side precipitin

、and ob託τνed in male extract, but not in the female extract.

^ith the absoprtlon test in rDale exttact aⅡ the precipitin bands diseppeared ; while with

female extractS 4-7 bands including the characteristic one in male extTacts Temained. From

小ese 6ndings, it is considered that 小e a116Eenic extract of male worms is more complicated
小an th0鵠 extracts of female worms.

The above described diHerence between male and females was con6rmed by mean5 0f
disc electTophoresis.
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